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2022年 6月 8日 

各 位 

株式会社西日本シティ銀行 

株 式 会 社 九 州 博 報 堂 

―SDGs推進を後押し― 

～西日本シティ銀行と広告会社が共同開発した SDGs啓発カードゲーム～ 

オリジナルカードゲーム（特許商品）の販売について 

株式会社西日本シティ銀行（頭取  村上  英之、以下「西日本シティ銀行」）と         

株式会社九州博報堂（社長 江﨑 信友、以下「九州博報堂」）は、自治体や教育機関などの SDGs

推進を後押しするツールとして共同開発したオリジナルの SDGs 啓発カードゲーム           

（以下「カードゲーム」）の特許を 2022 年 3 月に取得したことを機に、本日から西日本シティ  

銀行が運営に関与するWeb サイト『ワンクショップ』で販売しますので、お知らせします。 

カードゲームは、場所や人・物を示す 80 種類のカードの中から 3 枚のカードを組み合わせて

SDGs に資する持続可能なまちづくりや地域活性化のアイデアを考えるもので、約 5 万通りの  

アイデアを創発することができます。 

なお、金融機関がこのようなシステムを持つカードゲームをオリジナルで開発し、特許発明の

実施品として販売するのは、全国の金融機関で初めてです。 

当行は、持続可能な社会の実現を目指し、金融機関ならではの SDGs への取組みを推進して  

まいります。 

記 

１．販売するカードゲームの概要について 

※カードゲームの実施方法は別紙をご参照ください。 

名 称 街－1（まちわん）カード 

カードの種類 場所カード 10種類、人・物カード 70種類（合計 80種類） 

コ ン セ プ ト SDGsな発想力が身につくカードゲーム 

特 長 

① SDGsの意識を醸成することで、未来を担う子どもたちの生きる力を

養います。 

② カードゲームを通じて「まちづくりや地域活性化のアイデア」を  

考えることで考える力を養います。 

③ 自分の考えたアイデアを発表しあうことでプレゼン力・人の意見を

聴く力を養います。 

販 売 対 象 

 個人のお客さま 

 自治体・教育機関・企業や事業者など 

※使用は 10歳以上推奨 

単価（1セット） 
3,980円（税込：4,378円） 

※送料が別途かかります 

そ の 他 
カードゲームの実施に必要なゲームボードは、購入いただいた方のみに

ダウンロード URL等をお知らせします。 
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＜取得した特許の概要＞ 

特 許 番 号 第 7039638号 

特 許 登 録 日 2022年 3月 11日 

発 明 の 名 称 カードシステム 

特 許 権 者 
株式会社西日本シティ銀行 

株式会社九州博報堂 

 

２．販売方法について 

＜個人のお客さま＞ 

販売専用のサイト『ワンクショップ』にアクセスすることで、全国のどこからでも・    

いつでも購入手続きができます。 

ワンクショップ URL：https://onek-shop.ncbank.co.jp/ 

  

＜自治体・教育機関・企業などのお客さま＞ 

   販売専用のサイト『ワンクショップ』にアクセスしてください。 

なお、6 セット以上のご購入を希望される場合は、メール等でお問い合わせをお願い   

します。 

メ ー ル onek_shop@dspcorp.jp 

お問い合わせフォーム https://onek-shop.ncbank.co.jp/contact 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

広報文化部 武田・吉留 TEL 092-461-1869 

https://onek-shop.ncbank.co.jp/
mailto:onek_shop@dspcorp.jp
https://onek-shop.ncbank.co.jp/contact


SDGs啓発カードゲーム（街－1カード）について
〜街－1カードは、「SDGsな発想⼒が⾝につくカードゲーム」です〜

●２〜5名のグループで、カード使って元気がでる、楽しいまちづくりの
アイデアを出し合いましょう︕（１名でも⼤丈夫です︕）

80種のカードから3枚のカードを組み合わせる

（例）駅前のビル×AI×地元の⾷材でおいしい料理を作るコックさん

別 紙

SDGsを意識しながらアイデアを考える

＜アイデア例＞

・「朝、目が覚めたら【AI（かしこいコンピューター）】が体調をスキャンして、その情報を【駅前のビル】にある
レストランに送信します。
・レストランで働く【地元の⾷材でおいしい料理を作るコックさん】が、送られてきた情報に合わせて朝⾷を準備
してくれます。
・「駅前のビル」に⾏くと、情報を送信した⼈の体調に合わせた、元気が出る朝⾷が⽤意されています。

「自分の体調に応じた朝⾷が⾷べられる街」

アイデアを発表しあう（複数グループでカードゲームをする場合）
＜考えたまちづくり＞
最先端の技術（AI）の活⽤やさまざまなパートナーシップとの連携を通じて栄養バランスを
考えた⾷事を摂ることにより⼈々が元気に生活できる持続可能なまちづくり
＜当てはまりそうだと考えたSDGs＞

詳細は、専⽤サイト（https://www.ncbank.co.jp/lp/machi1_card/）を
ご覧ください。

Step1

Step2

Step3

※国連が掲げている17の目標を記載

＜イメージ図＞

２ 飢餓をゼロに

すべての⼈に健康と福祉を

産業と技術革新の基盤をつくろう

11 住み続けられるまちづくりを

17 パートナーシップで目標を達成しよう
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https://www.ncbank.co.jp/lp/machi1_card/

